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第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 
2024年５月９日に発表いたしました2024年12月期第２四半期（中間期）（2024年1月1日～2024年６月30日）の

連結業績予想と、本日発表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
また、あわせて同日に発表いたしました2024年12月期の通期連結業績予想を、下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 
 
記 

 

１．2024年12月期 第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 

１ 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

35,200 

百万円 

3,700 

百万円 

3,900 

百万円 

2,900 

円 銭 

225.42 

実 績 値 （ Ｂ ） 35,882 5,123 5,615 4,004 317.56 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 682 1,423 1,715 1,104  

増 減 率（ ％ ）  1.9％ 38.5％ 44.0％ 38.1％  
（参考）前期第２四半期実績 

(2023 年 12 月期中間期) 29,162 1,912 2,504 3,073 256.41 

 

 

２．第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異理由 

当中間連結会計期間のホテル・観光業界におきましては、円安を背景としてインバウンド需要が伸長しました。 

このような状況のもと、当社グループでは海外向けセールスの強化等により高まる需要を捉え、主に宿泊部門におい

てＡＤＲ（客室平均単価）が想定以上に上昇しました。この結果、売上高は前回発表予想比で682百万円の増収となり

ました。 

費用面におきましては、増収の主要因がＡＤＲの上昇であったことから、売上連動による変動費の増加が抑えられた

ほか、水道光熱費や広告宣伝費等の固定費が想定を下回った結果、営業利益は1,423百万円の増益となりました。 

また、円安に伴い為替差益を計上したことなどにより経常利益は1,715百万円の増益となり、事業撤退にかかる特別

損失の発生等により親会社株主に帰属する中間純利益は1,104百万円の増益となりました。 

 

 

３．2024年12月期 通期連結業績予想 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

72,500 

百万円 

8,500 

百万円 

8,500 

百万円 

7,000 

円 銭 

550.68 

今回発表予想（Ｂ） 75,000 11,000 11,000 8,000 634.12 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,500 2,500 2,500 1,000  

増 減 率（ ％ ）  3.4％ 29.4％ 29.4％ 14.3％  
（参考）前期通期実績 

( 2 0 2 3 年 1 2 月 期 ) 64,547 6,636 7,081 8,114 677.03 

 



 

 

４．通期連結業績予想の修正理由 

  下期において、売上面はＷＨＧ事業で上期から継続してＡＤＲの上昇を見込み、前回予想比約15億円の増収、リゾー

ト事業でもＡＤＲの上昇を見込み約３億円の増収、連結全体では約18億円の増収を見込んでおります。営業利益は売上

高と連動してＷＨＧ事業及びリゾート事業で増益を見込み、連結全体では前回予想比約11億円の増益を見込んでおりま

す。また、経常利益は前回予想比約８億円の増益、親会社株主に帰属する当期純利益は税金費用の発生等により約１億

円の減益を見込んでおります。 

以上のとおり、通期の連結業績といたしましては、売上高は前回発表予想から25億円増収の750億円、営業利益は

25億円増益の110億円、経常利益は25億円増益の110億円、親会社株主に帰属する当期純利益は10億円増益の80億

円を見込んでおります。 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後 

様々な要因によって予測数値と異なる可能性があります。 

 

（単位：百万円）  

 上期 

中間連結会計期間 

（１月～６月） 

下期 

（７月～12月） 

通期 

（１月～12月） 

実績 

(８/８発表) 

前回予想比

(５/９発表) 

今回予想 

(８/８発表) 

前回予想比

(５/９発表) 

今回予想 

(８/８発表) 

前回予想比

(５/９発表) 

売上高 35,882 682 39,117 1,817 75,000 2,500 

 

 

 

 

 

ＷＨＧ事業 21,416 416 23,283 1,483 44,700 1,900 

Ｌ＆Ｂ事業 ※１ 8,970 170 9,229 △70 18,200 100 

リゾート事業 4,889 89 5,910 310 10,800 400 

その他（調整額（※2）含む） 605 5 694 94 1,300 100 

営業利益 5,123 1,423 5,876 1,076 11,000 2,500 

 ＷＨＧ事業 4,331 831 4,668 1,068 9,000 1,900 

 Ｌ＆Ｂ事業 ※１ 577 277 522 22 1,100 300 

 リゾート事業 182 182 817 117 1,000 300 

 その他（調整額（※2）含む） 31 131 △131 △131 △100 － 

経常利益 5,615 1,715 5,384 784 11,000 2,500 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 
4,004 1,104 3,995 △104 8,000 1,000 

 ※１ Ｌ＆Ｂ事業･･･ラグジュアリー＆バンケット事業 

  ※２ 調整額･･･セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社費用が含まれております。 

 

以  上 


